
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 5 月 10 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：応用経済学 
科研費の分科・細目：経済学・国際経済学 
キーワード：Offshoring、グローバル R&D、生産性、現地生産、技術革新、arm’s length、Intra-firm 
 
１．研究計画の概要 
この研究は、(1)市場属性、企業異質性，貿易
制度が企業の輸出・現地生産にどのような影
響を与えるか、(2)アウトソーシングとインソ
ーシングに市場属性、産業特性、企業異質性
がどのような影響を与えるか、(3)企業異質性，
市場条件、貿易制度が企業の R&D、イノベー
ションにどのような影響を与えるかを理論
分析により、また、ミクロデータを用いた実
証分析により明らかにする。 
２．研究の進捗状況 
(1)研究期間の前期（20～21 年度）では、①日
本企業の Offshore outsourcing に関する理論
的基礎とアウトソーシングの動学的分析の
基礎的モデル（複数のタイプの主体が生産や
Ｒ＆Ｄに関与する動学的モデル）を開発した。
また、②企業のミクロデータと経済産業省
『企業活動基本調査』『海外事業活動基本調
査』の企業データをマッチングすることによ
り、実証分析の基礎となるパネルデータを構
築した上で、企業異質性及び産業特性が、現
地生産の選択、内外のアウトソーシングとイ
ンソーシングの選択に与える影響について
実証分析を行った。③さらに海外の日系企業
に関する現地調査を行った。 
(2)後期（22 年度以降）には、①新規企業と既
存企業の間でのイノベーション実現の差異
に関する理論分析、企業異質性・市場特性や
特恵貿易協定が研究開発における offshoring、
イノベーションに与える影響に関する理論
分析を行った。また、②日本企業に関するミ
クロデータを用いて、企業異質性、市場属性
が企業の国際化に与える影響の差異、アウト
ソーシングと企業の生産性、資本・労働比率
のプレミアの関係、海外アウトソーシングの
業務別仕向地別に生産性に与える効果を実

証的に分析した。③さらに、オフショアする
日本企業に関する現地調査により企業行動
を分析した。 
(3)研究の過程で国内コンファレンスを開催
し、研究の進捗をレビューするとともに、成
果の一部を国際学会報告、国際学術誌への掲
載，図書の刊行により公表した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
理論分析が着実に進展し、また、企業のミ

クロデータの整理が予想以上にスムーズに
進んだ結果、実証研究が進展したことから、
当初は研究期間の後期に予定していた国際
学会、国際学術誌による研究成果の発表が早
い段階から可能となっている。これまで、国
際学術誌への論文掲載（18 論文）、学会報告
（17 件），図書の刊行（2 冊）を行い、研究
成果を公表している。 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの研究を更に着実に進め、(1)開発し
た理論分析の完成度を更に高めると共に、実
証分析の成果を取りまとめる。(2)コンファレ
ンス・ワークショップ開催により本研究の成
果を評価する。(3)最終的には研究成果を国際
学会で発表し、国際学術誌での掲載・図書の
刊行により公表することとする。 
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